
　

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
八
戸
市
の
田
名
部
記
念
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
。
日
本
か
ら
は
八
戸
市
と
三
沢
市

の
中
学
校
の
選
抜
チ
ー
ム
、
韓
国
は
全
国
一
に
も

輝
い
た
中
東
中
学
校
の
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　

日
本
代
表
監
督
・
大
山
貴
弘
さ
ん
は
「
韓
国
の

選
手
た
ち
は
体
も
大
き
く
、
技
術
も
あ
る
」
と
言

う
。
日
本
チ
ー
ム
は
交
流
試
合
３
連
敗
で
あ
っ
た

が
、
今
回
の
試
合
で
の
経
験
を
生
か
し
、
韓
国
で

は
い
い
試
合
が
で
き
る
よ
う
誓
っ
て
い
た
。

　

韓
国
チ
ー
ム
の
指
導
者
・
李
鐘
玖
さ
ん
は
「
韓

国
で
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
ま
だ
メ
ジ
ャ
ー
と
は

い
え
な
い
が
、
日
本
と
と
も
に
ア
ジ
ア
圏
で
の
人

気
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

イ　

ジ
ョ
ン
グ

　

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
は
屋
外
に
あ
る
八
戸
市
パ

イ
ピ
ン
グ
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
（
長
根
リ
ン
ク
）
で

開
催
。
日
本
か
ら
は
青
森
だ
け
で
な
く
、
岩
手
や

山
形
、
福
島
か
ら
も
選
手
が
参
加
し
た
。

　

日
本
代
表
総
監
督
・
河
村
由
美
子
さ
ん
は
、
韓

国
全
土
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
た
ち
の
練
習
量
の

多
さ
や
、
技
術
の
確
か
さ
に
舌
を
巻
い
た
と
い
う
。

選
手
た
ち
は
片
言
の
英
語
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
相
手
か
ら

技
術
を
学
ん
で
い
た
。

　

今
回
で
14
回
目
を
迎
え
る
「
日
韓
青
少
年
冬
季

ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
（
主
催
／
公
益
財
団
法
人
日

本
体
育
協
会
）」
が
１
月
11
日
か
ら
17
日
に
か
け

て
青
森
市
と
八
戸
市
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
同
事

業
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
の
日
韓
開
催
を

契
機
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
両
国
の
友
好
を
は

ぐ
く
む
べ
く
１
９
９
７
年
か
ら
始
ま
り
、
２
０
０

３
年
か
ら
は
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
も
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
韓
両
国
の
選
手
団
が
互

い
の
国
を
訪
問
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
う
相

互
交
流
方
式
で
、
今
年
は
日
本
で
は
青
森
県
と
長

野
県
で
選
手
団
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。
青
森
で

の
開
催
は
12
年
ぶ
り
３
回
目
と
な
る
。

　

今
回
行
わ
れ
た
競
技
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
、
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
、
カ
ー

リ
ン
グ
の
４
種
目
。
日
本
・
韓
国
の
中
学
生
と
指

導
者
が
参
加
し
た
。
青
森
市
と
八
戸
市
の
各
会
場

で
試
合
や
記
録
会
が
実
施
さ
れ
、
選
手
た
ち
は
技

術
を
競
い
合
う
だ
け
で
な
く
、
互
い
の
練
習
方
法

を
教
え
合
っ
た
り
し
て
交
流
を
は
か
っ
て
い
た
。

競
技
以
外
で
も
、
歓
迎
夕
食
会
や
文
化
訪
問
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
親
睦
を
深
め
て
い
た
。

宮崎真紘さん
（八戸市立第二中学校３年）

畑中祐香さん
（八戸市立是川中学校３年）

根城知哉さん
（八戸市立根城中学校3年）

　韓国では2018年に平昌で初の冬季オリ
ンピック開催を控え、国全体でウイン
タースポーツへの関心が高まっていま
す。過去に日韓スポーツ交流事業に参加
した子どもたちが後にオリンピックに出
場したりと、この事業が選手たちの実力
の向上に貢献することができたものと自
負しております。
　これからも、この事業によって日韓両
国の選手たちがスポーツを通して切磋琢
磨することにより、競技者としての技術
を高め合うのはもちろんのこと、違う国の
人間同士でも互いを尊重し合い、人間的
により一層成長してくれるよう切に願っ
てやみません。

韓国選手団 団長

李 基仁さん
（大韓氷上競技連盟 副会長）

日本選手団 団長

田澤 俊明さん
（公益財団法人青森県体育協会 専務理事）

　日韓青少年スポーツ交流事業を、今回
青森県で開催できたことをとても嬉しく
思います。
　この事業ではスポーツで競い合い、実
力を高め合うのはもちろんのこと、互い
の国を訪れ、その文化に触れることによ
り、相互理解をより一層深めてもらうこと
も目的としています。今回来日された韓
国の子どもたちには、青森の文化や気候
風土を存分に堪能してもらえたのではな
いでしょうか。
　2月には、今度は日本の選手たちが韓国
に向かうことになります。子どもたちには
外国の文化に触れることで、より広い視
野を持ってくれるよう期待します。

イ   　　　　ギイン

韓
国
の
選
手
た
ち
は
み
ん
な
身
体
が
で
か

く
て
、
最
初
は
ち
ょ
っ
と
引
い
て
し
ま
っ
た

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
試
合
数
を
こ
な

す
こ
と
で
、
次
第
に
つ
い
て
行
け
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
、
技
術
、
メ
ン
タ

ル
の
ど
れ
も
が
相
手
の
方

が
上
で
、
世
界
の
す
ご
さ

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

技
術
の
高
い
韓
国
の
選
手
と

一
緒
に
練
習
で
き
た
こ
と

が
、
自
分
に
と
っ
て
と
て
も

プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

スポーツを通じて友好をはぐくむ

第14回日韓青少年冬季スポーツ交流事業
Ice hockeyIce hockey

Speed skatingSpeed skating

053　　　　　　青森 青森　055

熱戦を繰り広げる日本チームと韓国チーム熱戦を繰り広げる日本チームと韓国チーム

国対抗でタイムが競われた国対抗でタイムが競われた


